
　昭和28年に戸出駅の東側にあった砕石場で写したもので、ホルスタインの血統種を酪農の先進地だった
千葉県から貨物車で運び、導入したときの写真です。
　これは富山県と共同した取り組みで、北般若地区の酪農の取り組み支援と、牛糞などの堆肥を使った地力
の増進を目的としたものです。この乳牛の導入で、北般若地区の地力は向上し、のちに白菜の産地となった
り、チューリップの栽培も行なわれるようになったりと、地域の農業振興に大きな力を発揮しました。
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